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た。第 2 章第 2 節、第 3 節ではそれぞれ、欠損型に似た花序をもつ姉妹群アカ






に取り組んだ。まず第 3 章第 1 節では、アリが花序の植食者と送粉者に与える
影響を調べた。アリ植物種の多くが花序の苞葉に食物体を分泌し、アリを積極
的に誘引していた。アリ除去実験から、花序を訪れるアリは食害を防ぐ一方、
送粉者アザミウマの密度には影響しないことが示唆された。第 3章第 2節では、
生物検定や化学分析から、送粉者アザミウマが肛門からアリ忌避物質を分泌す
ることを明らかにした。送粉者がアリに除去されないのは、この忌避物質のた
めだと考えられる。オオバギ属では、アリに攻撃されにくい昆虫を送粉者とし、
アリが送粉を妨害するジレンマを解消したことで、強いアリ防衛をもつアリ植
物の進化が可能になったのだろう。 
本研究から、オオバギ属では植物の送粉形質と防衛形質が関係しながら進化
したことが示唆された。このような異なる相互作用間の進化的関係は、送粉と
被食防衛でのみ報告されている。これは、送粉と被食防衛では様々な動物が関
わり、植物も多様な適応を見せるため、送粉様式と防衛戦略の組み合わせによ
っては、外適応による新たな形質の獲得やジレンマによる進化的制約が生じ得
ることが関わっているかもしれない。現在見られる送粉や防衛形質の多様性に
は、送粉者や植食者との直接の関係だけでなく、送粉と防衛形質の間の進化的
関係も寄与したと考えられる。 
 
